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ＮＯ.1

インターネットの話

今やFAXも電話回線を使ってやりとりする従来の通信方法とは別に、インターネットを介して

利用することができます。＜FAX編＞ではその便利な利用方法について紹介していきたいと思います。

・・・が、その前にそもそもFAXとは、なぜ遠く離れた場所に手書きの文字や図がそのままの形で

送れるのでしょうか？？

私も今もって不思議です(謎）。ということでまずは今回その仕組みを見てみましょう！！

そんなこともできるのか！？

＜ＦＡＸ編＞

http://www.e-clipart.info/18_sign/img/sign16.gif


ＮＯ.2

普段当たり前に使っているＦＡＸ、今では家庭でも簡単に利用されています。

あまりにも当たり前に使っていますが、実はスゴイんです！

原稿をＦＡＸで送受信する時には、

1. 原稿を読み取り

2. 情報を送信

3. 情報を受信

といった流れでＦＡＸが送受信されますよね。こうやって書いてしまうと一見簡単そうなんですが、

ＦＡＸって結構細かいことやってるんです。

●

 

原稿の読み取り

まずは原稿の読み取りですね。ＦＡＸの中にも原稿を読み取るスキャナが入っています。

原稿に光を当てて、その光の反射の仕方で原稿を読み取っているんですね。

通常Ａ４サイズの原稿ですと、このイラストのように横におおよそ1600列、縦におおよそ1100行の

マス目に分けて、文字が書かれているのか（黒色）、書かれていないのか（白色）を読み取ります。

こうやってＡ４の原稿を、な、な、なんと！約190万個

ものマス目に分けることで、原稿に何が書かれている

のかを読み取っているんです。

ＦＡＸってスゴイ！！

●

 

データの圧縮

さて、約190万個のマス目の白・黒が読み取れると、今度はそれを電話回線を使って相手の

ＦＡＸに送り届けるわけです。でも約190万個ものデータを送るのって大変ですよね。

数も多いし、とても重そうです。これではデータを受け取る方も一苦労ですよね。

ですからこのデータを圧縮して小さくしてから送信しているんです。圧縮というのは、たとえば

下のような10個の情報を、左から7個が白、それ以外は黒の情報というように整理して

コンパクトにまとめてしまうことなんです。

そうすることで、送信する方も、受信する方も素早くできるようになる訳です。

どうですか？今ＦＡＸというと一昔前のアナログチックなイメージがありますが、こんなにすごいことを

毎日毎日、文句も言わずやってくれているんですネ。

ＦＡＸさんありがとう！！

 

次回は、ＦＡＸの仕組み、その２をお送りします。

http://f.hatena.ne.jp/brotherblog/20050928164602
http://f.hatena.ne.jp/brotherblog/20050928164756
http://f.hatena.ne.jp/brotherblog/20050928164648


ＮＯ.3

＜編集後記＞

昔、“正月”は一大イベントでした。

昔の人は、“事始め”といって12月13日から正月の準備を開始したそうです。

神様をお迎えするために、家の玄関に目印として門松を立て、鏡餅を飾り、供えられた餅や

みかんは「年玉」と呼ばれ、これらを食べることで神様の生命力にあやかれると言われていた

そうです。

昔の人々は自分たちの力だけではどうにもならないものがあることを知り抜いていたのでしょう。

門松が玄関から無くなり、初詣はするものの、“神のおかげ”を忘れ、「年玉」は現金に変わって

しまいました。

「不況のせいで・・・」テレビなどでよく聞かれる言葉です。

しかし、それを「不況」ではなく、強烈な「回帰現象」であるという人もいます。

もしその言葉を信じるなら、正直者がバカを見ない良い時代がやがてやってくる。という事かも

しれません。

いずれにしろ、今年の年末にも「よい一年だった。」と言えるよう目の前の、１日１日を丁寧に、

積み重ねてゆければと思います。

皆様にとって、素晴らしい一年のスタートでありますように・・・。

それでは、また。

おすすめ本 年末お小遣いを捻出する為、BOOK OFF行きの本を整理していて出てきました。

改めてページをめっくてみると、購入当時とは別の本のように気づきがたくさんあり、

本棚にまいもどった一冊です。

「物事が成就する過程は、時間軸に沿ってその終盤に急激に曲線を描いて達成

される」という内容がテーマです。

先ず、性格を変えることの重要性が述べられています。

性格、その人の＜考え方／行動＞は習慣によって形作られている。そして習慣を

変えるには、強烈な体験をするか、意識して反復するしか方法がない、

＜意識の深さ×反復＞と説きます。

人の物を奪うのではなく、自分が頑張ればいいのだということに気がついた時、

人は初めてほっとして明るくなり、優しくなれる。そして、それまでの不安や恐れで

見えなかったものが見えるようになり、考え方や性格が変わり、成功曲線が描かれ

はじめる

 

。

いわゆる全体的にはノウハウ本になると思いますが、毎日の仕事／生活を充実

させる為にも多くの示唆を含んだ内容です。10年以上前の発刊ですが、最近では

新入社員の研修用に配布する企業も多いそうです。

今回の一文、「一流とは反復に耐えられること。」
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